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図書館からのお知らせは P23

東京・蒲田商店街の綱引き
チーム「プルスターズ」。全
国大会で優勝の実績をもつ
が、高齢化、長引く不況の
影響などでチームは休眠状

態に。最年長のキャプテン真島は、留学生ケリー
との新たな出会いで、再び、日本一を奪還できる
でしょうか。 （中央図書館所蔵）

（児童書）
かえる場所
作：千広兄弟
出版： 中央公論新社

いまＳＮＳ総フォロワー数
14 万人超えの、新進気鋭の
絵本作家の待望デビュー作

品。「わたしが、まもってあげる」、少女が森で見
つけた一つの卵。だけど、危険な道中を越えてた
どりついた家で、家族の温もりに包まれた瞬間に、
少女は気づきます。大切な人に伝えたい、少女の
成長の物語です。 （中央図書館所蔵）

　　　こどもの読書週間 2025
　　　　〔４月23日～５月12日まで〕
　今年の標語「あいことばは�ヒ・ラ・ケ・
ホ・ン！�」
　子どもたちにもっと本を、子どもたち
にもっと本を読む場所をとの願いから、
「こどもの読書週間」は1959年（昭和
34年）に始まりました。もともとは、
５月５日の「こどもの日」を中心とした
２週間でしたが、2000年より、現在の
４月23日（世界本の日・子ども読書の
日）～５月12日になりました。幼少の
時から書物に親しみ、読書の喜びや楽し
みを知り、ものごとを正しく判断する力
をつけておくとこが、子どもたちにとっ
てとても大切な事です。
　ぜひこの日を機会に、本の魅力や楽し
さ、ワクワク感を伝えるきっかけにして
ください。
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第２次宇陀市総合計画後期
基本計画の策定に向けて
� 2 月 19 日

　宇陀市総合計画審議会が開催され、市長から審議会
の伊藤会長（奈良県立大学�名誉教授）に対し、「第２
次宇陀市総合計画後期基本計画の策定」について諮問
が行われました。
　今回の審議会では、後期基本計画策定にあたっての
考え方、市民ニーズ等の把握、策定スケジュール等に
ついて議論が行われました。
　市長は、計画の策定にあたり、市民の意見やニーズ
を反映させることの重要性を強調し、審議会メンバー
に協力をお願いしました。また、伊藤会長は、地域の
特性を活かした持続可能な発展を目指し、審議会とし
ても力を合わせて取り組んでいくことを表明しまし
た。
　今後、審議会では計画の具体化に向けた議論を重ね、
宇陀市の将来に向けた有益な計画を策定していく予定
です。

チェンソー整備・選木・間伐
講習会� 2 月 15日
　宇陀林業振興協議会および宇陀市森林組合の主催に
よるチェンソー整備・選木・間伐講習会が、宇陀市森
林組合を会場として開催され、約 50 人の方が参加さ
れました。午前中は「目立て」とよばれる刃のメンテ
ナンス方法を中心としたチェンソー整備の講習があり
ました。
　午後からは、榛原檜牧地内山林にて、選木・伐倒を
中心とした間伐講習会があり、3チームに分かれて選
木、間伐の重要性と選木基準を学び、後半では森林組
合のコラボによる木の伐倒のデモンストレーションも
おこなわれ、上手く木を倒した時に拍手喝さい、講習
会がおおいに盛り上がりました。

大宇陀地域を花いっぱいに
「花いっぱい運動」� 2 月 18日
　今年も大宇陀青少年健全育成協議会が中心となって
「花いっぱい運動」を行いました。
　花植え作業は、プランターにジュリアンを３苗ずつ
植え、大宇陀地域の５つの施設、①宇陀高等学校（大
宇陀学舎）②大宇陀中学校③大宇陀小学校④大宇陀こ
ども園⑤大宇陀ラガールに 20 個（プランター）ずつ
配りました。
　この運動を通して家庭・学校・地域が連携し、未来
を担う子どもたちの健全育成に寄与できたらと考えま
す。

市役所に現場実習生徒を
受け入れ� 2 月 17日～ 21日

　現場実習生徒が、企業や自治体などで実務を体験する制度
で、今回は二階堂養護学校 高等部 2 年生の田頭 孝太朗さん
が市役所の介護福祉課や生涯学習課、秘書広報情報課などで
5 日間実習されました。
　この実習では、①現場における作業実習の経験を通して生
徒の適性を知る。②卒業後の進路への生徒の自覚を高める。
ことを目的として行われました。
　5 日間の実習を終えた田頭さんに、インタビューを行いま
した。
Q: 現場実習で宇陀市役所を選んだ理由は？
　A：自分の住んでいる大事な場所だから
Q：広報誌で伝えたいことは？
　A：誰も嫌なことがない、（宇陀市を）平和な場所にしたい
　今回の経験が今後の進路を考える参考になればと思います。
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◀ 作業に参加した大宇陀青少年
健全育成協議会のメンバーと
大宇陀中学校の有志の生徒

春季全国火災予防運動に伴う
防火パレードを行いました
　３月 2日、宇陀市消防団による火災予防防火パレードを行
いました。
　３月１日から７日の間、全国一斉に春の火災予防運動が行
われ、全国統一防火標語『守りたい　未来があるから　火の
用心』のもと、市内各地で消防車による火災予防の啓発活動
が行われました。
　市役所で出発式を行った後、各管轄地域を車両で巡回し、
市民に火災予防を呼びかけました。
　春は火災が発生しやすい季節です。火を取り扱う際には、
十分注意しましょう。

▲ 審査会の伊藤会長（右）

特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
あ
ん
し
ん

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン


